
建
設
長
崎
六
・
一
総
決
起
集
会

『
賃
金
・
仕
事
確
保
、
参
議
院
選
挙
勝
利
を
』

建
設
長
崎
で
は
、
厳
し
い
建

設
業
界
の
現
況
を
打
開
し
生
活

危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、
そ
し

て
目
前
に
迫
っ
た
参
議
院
選
挙

で
の
必
勝
を
目
指
し
六
月
一
日

�
長
崎
原
爆
資
料
館
で
、「
六
・

一
建
設
長
崎
総
決
起
集
会
」
を

開
催
。

長
崎
県
下
一
五
支
部
よ
り
組

合
員
、
主
婦
会
・
書
記
局
二
四

〇
人
の
仲
間
が
結
集
し
行
わ
れ

ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
相
川
委

員
長
は
「
建
設
業
で
働
く
仲
間

に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
お
得

意
先
で
仕
事
確
保
を
図
り
、
県

に
対
し
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
創
設
を
強
く
要
請
し
よ

う
。
我
わ
れ
の
国
保
を
守
り
、

賃
金
確
保
を
図
る
公
契
約
法
の

制
定
を
勝
ち
取
る
た
め
に
も
参

議
院
選
挙
に
勝
利
し
よ
う
」
と

挨
拶
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
全
建
総
連

よ
り
古
市
書
記
長
が
駆
け
つ
け

「
低
層
公
共
物
の
木
造
化
で
仕

事
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
契
約
法
制
定
に
向
け
て
ご
奮

闘
頂
い
て
い
る
民
主
党
・
犬
塚

参
院
議
員
に
は
、
更
な
る
ご
奮

闘
を
お
願
い
し
た
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

社
民
党
長
崎
県
連
代
表
・
吉

村
県
議
、
参
院
選
推
薦
候
補
・

犬
塚
参
院
議
員
、
建
設
長
崎
常

任
顧
問
・
金
子
県
議
か
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
激
励
と
連
帯
の
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

集
会
決
議
で
は
、
北
村
亮
樹

青
年
部
長
が
「
結
集
し
た
仲
間

が
さ
ら
に
団
結
し
て
、
建
設
労

働
者
の
賃
金
、
仕
事
確
保
、
生

活
を
守
る
た
め
に
闘
い
抜
こ

う
」
と
読
み
上
げ
、
参
加
者
全

員
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
相
川
委
員
長
の
力

強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
集
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。

◇
来

賓

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合

書
記
長

古
市

良
洋

様

参
議
院
議
員犬

塚

直
史

様

社
会
民
主
党
長
崎
県
連
合
代
表

長
崎
県
議
会
議
員

吉
村

庄
二

様

連
合
長
崎
事
務
局
長

森

光
一

様

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

事
務
局
次
長光

富

義
美

様

長
崎
地
区
労
働
組
合
会
議

書
記
長

加
世
田
和
志

様

建
設
長
崎
常
任
顧
問

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

様

建
設
長
崎
顧
問前田

富
雄

様

宮
島
大
典
衆
議
院
議
員
秘
書

峰
松

厚
則

様

全
建
総
連
九
地
協
で
は
、
大

手
建
設
・
住
宅
企
業
に
対
し
て

「
建
設
労
働
者
・
職
人
の
賃
金

確
保
と
労
働
条
件
改
善
」
に
関

す
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

交
渉
は
六
月
十
日
〜
十
一
日

の
二
日
間
、
福
岡
に
支
店
や
支

社
の
あ
る
大
手
建
設
・
住
宅
企

業
二
十
六
社
と
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
に
対
し
て
行
わ

れ
、
九
州
の
各
県
連
・
組
合
代

表
九
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
は
相
川
委
員

長
を
は
じ
め
七
名
が
参
加
し
、

各
人
が
六
班
に
別
れ
て
交
渉
に

加
わ
り
ま
し
た
。

交
渉
に
先
立
ち
全
体
会
の
中

で
は
、
九
地
協
の
水
田
議
長
が
、

「
仕
事
が
な
い
中
、
九
州
の
企

業
交
渉
で
は
、
本
社
に
言
っ
て

く
れ
と
逃
げ
腰
だ
が
、
企
業
の

末
端
で
働
く
職
人
は
も
っ
と
厳

し
い
現
実
が
あ
る
。
何
か
の
成

果
を
だ
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

全
建
総
連
か
ら
激
励
に
駆
け
つ

け
た
高
橋
賃
金
対
策
部
長
は

「
熊
本
の
建
設
現
場
で
一
六
歳

の
青
年
が
四
〇
メ
ー
ト
ル
下
の

海
に
落
ち
て
亡
く
な
り
、
つ
い

一
か
月
前
に
は
二
五
歳
と
三
三

歳
の
方
が
墜
落
転
落
の
事
故
が

あ
っ
た
。
労
働
基
準
法
や
建
設

業
法
に
か
か
わ
る
建
設
関
連
法

制
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
建
設

現
場
で
の
不
安
全
作
業
と
低
い

賃
金
の
実
態
を
訴
え
て
、
国
土

交
通
省
に
も
も
の
を
言
わ
な
い

と
行
け
な
い
。
未
来
あ
る
建
設

産
業
に
す
る
た
め
に
賃
金
引
き

上
げ
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
。

こ
の
行
動
が
、
現
場
で
抱
え
て

い
る
多
く
の
困
難
を
打
開
さ
せ

る
第
一
歩
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

の
建
設
産
業
を
担
っ
て
行
く
新

し
い
人
材
育
成
に
直
結
を
し
て

い
く
。」
と
激
励
を
受
け
ま
し

た
。今

回
の
交
渉
で
は
、
日
建
連

（
日
本
建
設
業
団
体
連
合
会
）

が
「
優
良
職
長
の
標
準
目
標
年

収
（
六
〇
〇
万
円
）
以
上
の
実

現
の
た
め
に
『
適
正
な
工
事
価

格
の
確
保
』
と
『
元
請
・
下
請

間
で
の
在
工
別
内
訳
契
約
の
実

施
の
推
進
』
で
建
設
技
能
者
の

賃
金
向
上
に
つ
な
げ
る
」
と
し

た
提
言
等
に
つ
い
て
、
他
に
雇

用
関
係
の
明
確
化
、
建
退
共
の

加
入
促
進
、
労
災
事
故
の
根
絶

等
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

企
業
側
は
、「
労
働
者
の
賃

金
が
い
く
ら
と
い
う
計
算
は
し

な
い
が
、
一
律
六
〇
〇
万
は
考

え
ら
れ
な
い
。
個
々
の
雇
用
内

容
に
よ
る
と
思
う
。
適
性
工
期

に
つ
い
て
は
施
主
か
ら
の
要
望

や
受
注
競
争
を
理
由
に
「
基
本

は
一
次
下
請
け
ま
で
の
契
約
」

を
強
調
す
る
な
ど
、
こ
の
ま
ま

で
は
近
い
将
来
に
熟
練
技
能
者

が
枯
渇
し
、
建
設
業
が
産
業
と

し
て
成
り
立
た
な
く
な
る
と
い

う
考
え
に
企
業
と
労
働
者
の
間

で
大
き
な
認
識
の
隔
た
り
を
感

じ
ま
し
た
。
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金
賞

和
田
茂
史（
北
松
）
銅
賞

�
取
征
治（
大
村
）に
栄
冠

銀
賞

瀬
尾
友
謙（
佐
中
）
特
別
賞

鴨
川
浩
樹（
佐
東
）

県
北
で
初
、建
設
長
崎
青
年
技
能
競
技
大
会

五
月
十
六
日
�
北
松
佐
々
町

に
あ
る
長
崎
県
立
佐
世
保
高
等

技
術
専
門
校
で
、『
建
設
長
崎

青
年
技
能
競
技
大
会
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
西
彼
時
津
町
で
開
催

さ
れ
て
い
た
本
大
会
で
す
が
、

一
人
で
も
多
く
の
選
手
が
参
加

で
き
る
よ
う
開
催
場
所
を
変
え

て
み
て
は
と
の
声
も
あ
り
、
今

回
、
初
と
な
る
県
北
地
区
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

九
支
部
、
十
六
名
と
前
年
を

上
回
る
選
手
が
参
加
し
、
今
年

九
月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る

全
建
総
連
青
年
技
能
競
技
大
会

の
出
場
目
指
し
、『
四
方
転
び

踏
み
台
』
を
課
題
に
競
い
ま
し

た
。開

会
式
、
審
査
委
員
に
よ
る

競
技
上
の
説
明
後
、
合
図
と
と

も
に
競
技
開
始
。

選
手
た
ち
は
、
応
援
に
駆
け

つ
け
た
支
部
の
役
員
さ
ん
、
青

年
部
の
仲
間
が
見
守
る
な
か
、

練
習
し
て
き
た
成
果
を
十
二
分

に
発
揮
し
よ
う
と
限
ら
れ
た
時

間
の
な
か
、
集
中
し
て
競
技
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
終
了
一
時

間
前
に
は
「
ト
ン
ト
ン
」
と
組

み
立
て
る
音
が
会
場
内
に
鳴
り

響
く
な
か
、
完
成
め
ざ
し
黙
々

と
作
業
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
、
審
査
員
か
ら

の
講
評
、
成
績
が
発
表
さ
れ
入

賞
さ
れ
た
下
記
の
三
名
に
賞
状

と
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

金
賞

和
田

茂
史

銀
賞

瀬
尾

友
謙

銅
賞

�
取

征
治

特
別
賞

鴨
川

浩
樹

な
お
、
上
位
三
名
が

建
設
長
崎
の
代
表
と
し

て
全
国
大
会
（
三
十
五

才
以
下
）
に
出
場
予
定

で
す
。

五
月
二
十
四
日
か
ら
二

十
六
日
ま
で
佐
渡
市
、
糸

魚
川
市
、
金
沢
市
の
視
察

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

佐
渡
市
は
今
回
自
然
ふ

化
す
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
さ
れ
て
い
た
「
ト

キ
」
の
保
護
に
関
す
る
環

境
調
査
と
し
て
、
ト
キ
の

森
公
園
（
ト
キ
保
護
セ
ン

タ
ー
）
と
佐
渡
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

ト
キ
の
保
護
に
関
し
て

は
佐
渡
市
を
上
げ
て
神
経

を
使
わ
れ
て
お
り
、
何
と

か
佐
渡
の
島
全
域
に
ト
キ

が
群
生
す
る
姿
を
復
活
さ
せ
た

い
と
の
心
意
気
が
伝
わ
っ
て
来

ま
し
た
。

今
国
内
に
生
息
す
る
ト
キ
は

一
二
三
羽
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
受
け
て
い
た
感

じ
で
は
も
っ
と
少
な
い
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
セ
ン

タ
ー
内
で
毎
年
多
数
（
？
）
ふ

化
し
て
お
り
順
調
に
ト
キ
の
数

は
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
た
だ
し
、
自
然
界
に
お

い
て
の
繁
殖
は
、
新
聞
報
道
の

と
お
り
な
か
な
か
旨
く
行
か
な

い
よ
う
で
す
。

糸
魚
川
市
は
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
島
原
・
雲
仙
と
と
も

に
登
録
さ
れ
た
、
フ
ォ
ッ
サ
マ

グ
ナ
の
地
層
を
持
つ
町
で
す
。

ヒ
ス
イ
が
取
れ
る
町
と
し
て
有

名
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
川

で
ヒ
ス
イ
が
取
れ
る
よ
う
で
す

が
、
無
断
で
入
所
す
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ス
イ
と
言
え
ば
グ
リ
ー
ン

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
こ
こ
の

ヒ
ス
イ
に
は
濃
い
グ
リ
ー
ン
は

無
く
、
全
体
と
し
て
淡
い
感
じ

が
多
い
よ
う
で
し
た
。
し
か
し
、

何
万
年
も
の
時
を
移
し
て
形
成

さ
れ
た
こ
の
場
所
も
、
貴
重
な

財
産
と
し
て
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
活
動
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

話
題
が
変
わ
っ
て
、
長
崎
空

港
か
ら
佐
渡
に
向
か
う
途
中
で

の
ハ
プ
ニ
ン
グ
。
大
阪
経
由
で

新
潟
へ
向
か
う
た
め
、
八
時
五

分
フ
ラ
イ
ト
の
Ａ
Ｎ
Ａ
、
長
崎

か
ら
は
空
港
バ
ス
六
時
四
十
分

発
で
向
か
い
ま
し
た
。

ポ
ツ
ポ
ツ
と
降
っ
て
い
た
雨

も
だ
ん
だ
ん
と
土
砂
降
り
と
な

り
、
参
加
者
全
員
こ
れ
で
飛
ぶ

の
か
な
ー
と
思
案
顔
。
そ
の
時
、

場
内
放
送
が
大
阪
行
き
の
フ
ラ

イ
ト
は
、
天
候
不
順
で
着
陸
が

出
来
な
い
場
合
は
、
仙
台
空
港

へ
向
か
い
ま
す
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
。

エ
ッ
！
仙
台
か
ら
新
潟
便
が

あ
っ
た
っ
け
と
一
時
騒
然
、
確

認
す
る
と
誤
報
と
判
明
し
て
一

安
心
、
無
事
大
阪
へ
到
着
。

そ
の
後
に
新
潟
へ
向
か
う
飛

行
機
は
定
刻
に
無
事
に
飛
び

立
っ
た
も
の
の
、
途
中
で
レ
ー

ダ
ー
の
故
障
が
見
つ
か
り
大
阪

へ
逆
戻
り
、
幸
い
に
し
て
代
替

え
機
が
す
ぐ
に
手
配
出
来
た
た

め
、
最
終
的
に
一
時
間
数
十
分

の
遅
れ
で
新
潟
に
到
着
、
弁
当

を
食
べ
る
の
も
そ
こ
そ
こ
に
佐

渡
行
き
の
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル

に
乗
り
込
み
、
当
日
中
に
佐
渡

市
で
の
研
修
が
終
了
出
来
る
ギ

リ
ギ
リ
駆
け
込
み
の
日
程
と
な

り
ま
し
た
。

思
え
ば
、
朝
一
の
仙
台
へ
向

か
う
カ
モ
と
い
う
誤
報
が
、
一

日
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
予
想
し
た

虫
の
知
ら
せ
だ
っ
た
と
、
無
事

に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
た
一
日

に
感
謝
。

出
場
選
手
紹
介

（
敬
称
略
）

小
川

友
也
（
中

央
）

河
内
俊
之
輔
（
浦
上
西
）

森

正
輝
（
浦
上
東
）

木
村

英
和
（
諫

早
）

比
嘉

誠
（
諫

早
）

上
村

良
一
（
大

村
）

�
取

征
治
（
大

村
）

大
島

和
敏
（
佐
世
保
中
央
）

瀬
尾

友
謙
（
佐
世
保
中
央
）

辻

悟
（
佐
世
保
中
央
）

松
本

浩
治
（
佐
世
保
中
央
）

鴨
川

浩
樹
（
佐
世
保
東
）

丸
田

政
洋
（
佐
世
保
東
）

多
胡

寿
文
（
佐
世
保
北
）

筒
井

健
二
（
北

松
）

和
田

茂
史
（
北

松
）

九
地
協
青
年
交
流
集
会
に

県
北
よ
り
十
二
名
参
加

『
為
に
な
っ
た
三
嶋
棟
梁
の
話
し
』

五
月
三
十
〜
三
十
一
日
に
熊

本
市
の
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
九
地
協
青
年
部

交
流
会
へ
、
県
北
総
支
部
青
年

部
で
参
加
し
ま
し
た
。
講
演
は
、

「
営
業
の
話
し
」「
今
な
ぜ
坂

本
龍
馬
か
」
の
二
本
組
み
で
、

自
分
な
り
に
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、「
営
業
の
話
し
」は
ク
レ
ー

ム
の
対
応
時
に
ど
れ
だ
け
顧
客

の
信
用
を
も
ら
え
る
の
か
と
言

う
よ
う
な
話
で
、
あ
ま
り
好
評

で
は
無
か
っ
た
で
す
。
坂
本
龍

馬
の
話
は
難
し
す
ぎ
て
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
の
日
は
熊
本
城
見
学
で
熊

本
城
本
丸
御
殿
復
元
整
備
工
事

に
携
わ
っ
た
大
工
棟
梁
の
三
嶋

俊
廣
さ
ん
が
と
て
も
楽
し
そ
う

に
現
場
の
説
明
、
工
事
の
状
況

を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
世
保
中
央
支
部

大
島
和
敏

【内容】
一日目 全体会議・学習会
○「営業の話し」 講師・飯田 哲 氏

（彦一本舗社長）

○「今なぜ坂本龍馬か」講師・猪飼 隆明氏
（大阪大学大学院名誉教授）

二日目 熊本城「技術の継承・本丸御殿見学」学習

県
議
会
だ
よ
り

３３環境生活委員会県外視察に
行って来ました
――ハプニングもいい経験です――

5・16

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

世世界界ジジオオパパーーククににてて

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５４０号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）６月１５日発行



健
診
対
象
者
の
方
に
は

受
診
券
を
郵
送
し
ま
す

受
診
対
象
者
の
皆
様
に
は
、

特
定
健
診
に
必
要
な
�
「
受
診

券
」
と
�
「
質
問
票
」
�
「
健

診
実
施
機
関
一
覧
表
」
を
同
封

し
た
「
特
定
健
診
の
ご
案
内
」

を
組
合
よ
り
郵
送
に
て
お
届
け

し
ま
す
。
受
診
券
・
質
問
票
を

受
け
取
ら
れ
ま
し
た
ら
組
合
指

定
の
健
診
機
関
（
実
施
機
関
一

覧
表
よ
り
選
択
）
に
直
接
お
申

込
（
予
約
）
い
た
だ
き
、
健
診

日
当
日
に
保
険
証
と
受
診
券
、

質
問
票
記
入
の
上
、
健
診
機
関

窓
口
に
提
出
す
れ
ば
受
診
で
き

ま
す
。（
受
診
料
は
無
料
）

詳
し
く
は
、お
届
け
す
る「
特

定
健
診
の
ご
案
内
」（
封
書
）

を
ご
覧
下
さ
い
。

�
受
診
対
象
者

長
建
国
保
に
一
年
以
上
加

入
し
て
い
る
四
〇
〜
七
十
四

歳
の
組
合
員
本
人
及
び
家
族

被
保
険
者

�
受
診
で
き
る
医
療
機
関

「
特
定
健
診
実
施
機
関
一
覧

表
」
を
ご
参
照
下
さ
い
。

�
受
診
に
必
要
な
も
の

○
受
診
券

○
保
険
証

○
質
問
票

�
受
診
で
き
る
期
間

受
診
券
お
受
取
後
よ
り
来

年
三
月
三
十
一
日
迄
で
す
。

※
実
施
機
関
と
の
委
託
契

約
上
、
毎
年
四
月
〜
五
月
は

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

私
達
の
健
康
を
お
び
や
か
す
、
が

ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖
尿
病
。

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
と
く
に
症

状
な
く
進
行
す
る
の
で
異
常
を
見
つ

け
出
す
に
は
毎
年
の
健
診
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
の

予
防
の
切
り
札
と
し
て
実
施
す
る
の

が
特
定
健
診
（
メ
タ
ボ
健
診
）
で
す
。

昨
年
受
け
た
方
は
今
年
と
比
較
し

て
自
身
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
た
だ
き
、
ま
た
昨
年
受
信
で
き

な
か
っ
た
方
は
ぜ
ひ
今
年
か
ら
特
定

健
診
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
身
体
が

資
本
の
組
合
員
本
人
、
そ
し
て
そ
れ

を
支
え
る
ご
家
族
の
皆
様
の
健
康
づ

く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

標記以外にも、平成２２年度特定健康診査は各市町でも実施しています。
お住まいの地区で実施される集団健診（７月～８月）日程で、都合のいい日をご利用下さい。
なお、各市町の集団健診には、３点の注意事項があります。
（注意事項）
� 受診の際は、長建国保が発行した「受診券」及び「保険証」、記入済み「質問票」を必ず持参して下さ
い。事前予約等は必要ありません。

� 集団健診実施の市町であっても、各市町国保加入者等の健診が優先となるため、会場によっては、予定
人数に達するなどの理由により受診できない場合もあります。その場合は、ご了承下さい。

� 掲載の日時、会場等については、変更される場合もありますので、ご注意下さい。
（※ 詳しくは各市町が発行している広報誌をご覧下さい。）
健康に毎日を過ごすために、年に一度、特定健診を受診しましょう！

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

特特
定定
健健
診診
をを
受受
けけ
まま
しし
ょょ
うう

を防

に

予

前

と

る

見

な

発

に

の

症

め

重

早

平成２２年度 長崎県特定健診（集団健診）実施日程表（市町等との共同実施分）

会 場 名

文化会館

福江文化会館（予定）
長与町健康センター

川棚町中央公民館

千綿農村環境改善センター

総合会館保健センター

佐々町健康相談センター

日 付

７月１日�
７月２日�
７月３日�
７月４日�
７月６日	
７月７日

７月予定
８月９日�
８月２日�
８月３日	
８月４日

８月５日�
８月７日�
８月８日�
７月２０日	
７月２１日

７月２２日�
９月２２日

７月２２日�

～

７月３１日�

地区

星鹿
御厨
志佐
調川

今福

福江

市・町

松浦市

五島市
長与町

川棚町

東彼杵町

佐々町

会 場 名

サン・ケア平戸
船員福祉会館
生月支所
離島開発総合センター
大根坂漁民センター
的山活性化センター

保健福祉センター

農村勤労福祉センター

中央公民館

柳公民館
多以良地区公民館
下山公民館
やまびこ児童館
奥浦集会所
塚堂集会所
松島地区公民館
雪浦地区公民館
平倉集会所
福島公民館
コミュニティセンター
緑ヶ丘集会所
保健センター

日 付

８月６日�
８月２７日�
８月２８日�
８月１８日

８月１９日�
８月２０日�
７月１日�
７月２日�
７月６日	
７月８日�
７月９日�
７月１２日�
７月１３日	
７月１４日


７月１５日�

７月１６日�

７月２０日	

７月２１日

７月２２日�

７月２３日�

７月２７日	

７月２８日


地区

平戸

生月

大島

西彼

大島

崎戸

大瀬戸

市・町

平戸市

西海市

会 場 名

飯盛公民館

宇良分館

高来会館

高来西ゆめ会館

高来会館
おがたま会館
釜公民館

小長井文化ホール

根獅子公民館
飯良公会堂
獅子ふれあい会館

サン・ケア平戸

平戸文化センター

宝亀第２公会堂
木ヶ津公民館
大川原第１公会堂
深川公会堂
中野ふれあい会館

日 付

７月１１日�
７月１２日�
７月１５日�
７月２３日�
７月３０日�
８月２日�
８月３日	
８月４日

８月８日�
７月１４日

７月１６日�
７月２０日	
７月２５日�

７月１日�

７月２日�
７月６日	
７月７日

７月１４日

７月１５日�
７月１６日�
７月１７日�

７月２９日�

７月３０日�

８月３日	

地区

飯盛

高来

小長井

平戸

市・町

諫早市

平戸市

会 場 名

日見地区公民館
戸石地区公民館
北公民館
ＪＡ長崎せいひ東長崎支店
千々公民館
大崎公民館
日吉小中学校
茂木地区公民館
古賀地区市民センター
橘地区ふれあいセンター
西公民館
メルカつきまち
つつじが丘公民館
大浦地区公民館
南部市民センター（末石町）
ダイヤランド・小ケ倉ふれあいセンター
滑石公民館
横尾地区ふれあいセンター
琴海南部文化センター
琴海さざなみ会館
琴海文化センター
野母崎樺島地区公民館
野母崎木場公民館
野母崎脇岬地区公民館
野母崎高浜地区公民館
コミュニティー会館
田結公民館

日 付

７月１日�

７月１２日�
７月２２日�

７月２３日�

７月２９日�

７月３０日�

８月６日�
８月１０日	
８月１１日

８月１７日	
８月２３日�
８月２５日

８月２６日�
８月３１日	
８月１８日

８月１９日�
８月２０日�

８月２４日	

８月２７日�
８月３０日�
７月８日�
７月９日�

地区

中央

琴海

野母崎

飯盛

市・町

長崎市

諫早市

�受診券（ピンク色）�質問票（白色）�特定健診実施機関一覧表
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浦
上
西
支
部

和
気
あ
い
あ
い
支
部
親
睦
旅
行
会

西
彼
支
部

主
婦
会

浦
上
西
支
部

主
婦
会
研
修
旅
行

佐
世
保
北
支
部

主
婦
会

三
重
分
会
釣
り
大
会

浦
上
西
支
部

六
月
五
〜
六
日
、
昨
年
に
続

き
、
浦
上
西
支
部
で
は
親
睦
旅

行
会
を
行
い
ま
し
た
。
総
勢

三
十
五
名
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、

朝
八
時
に
組
合
本
部
を
鹿
児

島
・
霧
島
方
面
へ
向
け
出
発
。

支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
早
く

も
車
内
で
は
「
乾
杯
！
」
の
声

が
。
大
丈
夫
か
な
？

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
で
休
憩
を
と
り
つ
つ
、
ま
ず

は
昼
食
会
場
と
な
る
人
吉
市
内

へ
。
そ
の
後
、
人
吉
ル
ー
プ
橋

よ
り
小
林
盆
地
の
遠
望
を
楽
し

み
な
が
ら
、
え
び
の
市
へ
。
こ

こ
で
は
、
昭
和
五
十
年
か
ら
着

工
し
て
い
る
個
人
所
有
の

「
城
」
見
学
。「
す
ご
い
！
」
の

一
言
。

次
に
、
標
高
一
二
〇
〇
�
の

え
び
の
高
原
に
移
動
し
、
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
を
バ
ッ
ク
に
記
念

撮
影
。
し
ば
し
自
然
の
風
景
を

堪
能
し
ま
し
た
。

宿
泊
は
霧
島
温
泉
。
到
着
後

ま
ず
は
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
入
っ

て
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。
展
望

大
浴
場
か
ら
見
え
る
景
色
は
格

別
で
し
た
。

宴
会
で
は
、
ホ
テ
ル
の
料
理

に
舌
鼓
打
ち
な
が
ら
、
ア
ル

コ
ー
ル
も
入
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
や

踊
り
に
と
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

二
日
目
は
、
朝
か
ら
霧
島
神

宮
を
参
拝
、
次
に
日
本
の
滝
一

〇
〇
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る

「
関
の
尾
の
滝
」
を
見
学
。
幅

四
〇
�
、
高
さ
一
八
�
壮
大
で

し
た
。
お
昼
は
霧
島
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
焼
酎
工
場
で

試
飲
、
昼
食
を
頂
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
目
当
て
の
焼
酎
の
土

産
を
沢
山
買
わ
れ
て
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
も
う

来
年
の
行
き
先
も
話
し
つ
つ
、

夕
方
に
無
事
長
崎
に
帰
り
ま
し

た
。二

日
間
、
天
気
に
も
恵
ま
れ

皆
さ
ん
和
気
藹
々
の
内
に
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
、
良
い

旅
行
会
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
更
に
多
く
の
参
加
者

で
盛
り
あ
が
れ
た
ら
と
願
っ
て

ま
す
。

（
村
岡
広
明
）

恒
例
化
し
たほ

う
酸
だ
ん
ご
作
り

西
彼
支
部
主
婦
会
は
、五
月

二
十
四
日
�
恒
例
の
ホ
ウ
酸
だ

ん
ご
作
り
を
し
ま
し
た
。

前
日
の
雨
で
小
学
校
の
運
動

会
が
二
十
四
日
と
重
な
り
、参

加
者
が
少
な
い
の
で
は
と
心
配

し
て
い
ま
し
た
。

ホ
ウ
酸
だ
ん
ご
作
り
も
今
年

で
五
年
目
。五
年
目
と
な
る
と

皆
さ
ん
手
際
よ
く
新
玉
ね
ぎ
を

切
っ
て
は
ミ
キ
サ
ー
に
入
れ
、小

麦
粉
、牛
乳
、砂
糖
を
一
緒
に
入

れ
て
、よ
く
か
き
混
ぜ
ま
す
。出

来
上
が
っ
た
団
子
を
ゴ
キ
ブ
リ

駆
除
用
と
し
て
九
人
分
を
容
器

に
移
し
て
い
る
と
、副
支
部
長
の

植
田
さ
ん
、松
林
さ
ん
が
来
ら

れ
、お
や
つ
に
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
差
し
入

れ
し
て
も
ら
い
、み
ん
な
で
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
集
ま
り
楽
し
く
過

ご
す
行
事
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。来
年
も
し
て
ほ
し
い
と

の
事
で
し
た
。

ホ
ウ
酸
だ
ん
ご
材
料

ホ
ウ
酸

一
�

新
玉
ね
ぎ

四
個

小
麦
粉

三
〇
〇
�

牛
乳

大
さ
じ
三
杯

砂
糖

大
さ
じ
五
杯

（
岡
�
ア
イ
子
）

体
の
中
か
ら
健
康
に

ヤ
ク
ル
ト
工
場
見
学

五
月
十
九
日
�
浦
上
西
支
部

主
婦
会
で
は
、
六
名
の
参
加
で

福
岡
市
に
あ
る
「
ヤ
ク
ル
ト
工

場
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

オ
バ
タ
リ
ア
ン
グ
ル
ー
プ
の
出

発
の
合
言
葉
�
「
ね
ぇ
！
明
日

は
土
日
じ
ゃ
な
い
か
ら
ち
ょ
っ

と
早
め
に
出
な
い
と
込
む
か
も

よ
�
」
長
崎
駅
前
ま
で
タ
ク

シ
ー
に
乗
り
合
わ
せ
、
着
い
た

の
は
何
と
午
前
八
時
出
発
の
三

十
分
前
。
し
か
し
、
バ
ス
は
全

て
指
定
席
だ
っ
た
�

ピ
ー
チ
ク
、
パ
ー
チ
ク
昔
の

お
姉
さ
ん
達
は
三
十
分
な
ん
て

二
〜
三
分
に
し
か
思
え
な
い
程

さ
え
ず
り
�

目
的
地
の
福
岡
市
ま
で
も
、

あ
っ
と
い
う
間
に
到

着
。
ヤ
ク
ル
ト
工
場

へ
着
く
と
、「
み
な

さ
ん
�
本
日
は
よ
う

こ
そ
ヤ
ク
ル
ト
の
乳

製
品
工
場
へ
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
�
」

案
内
人
の
美
し
い

お
姉
さ
ん
の
説
明
に

聞
き
入
る
。

ヤ
ク
ル
ト
は
人
々
の
健
康
の

シ
ロ

タ

ミ
ノ
ル

為
代
田
稔
博
士
が
七
〇
年
以

上
も
前
、
乳
酸
菌
シ
ロ
タ
株
の

強
化
培
養
に
成
功
し
た
発
想
と

情
熱
か
ら
う
ま
れ
た
も
の
ら
し

い
で
す
。
つ
ま
り
ヤ
ク
ル
ト
は

プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
の
原
点

だ
そ
う
で
す
。（
ち
な
み
に
プ

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
は
、
腸

内
菌
の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
し
ヒ

ト
に
良
い
働
き
を
す
る
生
き
た

微
生
物
の
事
）

今
回
招
待
し
て
下
さ
っ
た
ヤ

ク
ル
ト
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
�
ど
の
メ
ー
カ
ー
の

乳
酸
菌
飲
料
も
健
康
を
願
っ
て

提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
毎
日
一

日
一
本
、
体
の
健
腸
の
た
め
飲

み
ま
し
ょ
う
�（

山
形
マ
ス
子
）

四
年
目
レ
シ
ピ
な
し
で

完
全
作
製

�
口
も
手
も
よ
く
動
い
た
一
日
�

佐
世
保
北
支
部
主
婦
会
の
年

間
行
事
の
一
環
の
ひ
と
つ
「
ゴ

キ
ブ
リ
（
ホ
ウ
酸
）
団
子
」
作

り
を
、
六
月
八
日
	
に
行
い
ま

し
た
。

十
二
名
の
参
加
者
で
、
手
が

動
く
の
が
速
い
か
口
が
動
く
の

が
速
い
か
、や
っ
ぱ
り
笑
い
声

が
一
番
か
な
？

も
う
四
年
目
に
な
る
の
で
、

レ
シ
ピ
無
し
で
も
完
全
に
作
れ

る
よ
う
に
な
り
、
段
取
り
も
良

く
、
お
昼
前
に
は
出
来
上
が
り

ま
し
た
。

さ
て
、
手
も
口
も
よ
く
動
い

た
後
は
お
腹
が
鳴
り
出
す
時
間

に
な
り
、
都
合
の
良
い
事
に
隣

に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
っ
て
、

皆
さ
ん
、
食
事
と
な
れ
ば
す
ぐ

意
見
が
一
致
し
（
も
ち
ろ
ん
自

費
で
）
楽
し
く
美
味
し
く
い
た

だ
き
、
お
話
も
は
ず
み
、
有
意

義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
も
年
間
行
事

の
中
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

ち
な
み
に
ゴ
キ
ブ
リ
は
、
団

子
を
食
べ
た
ら
脱
水
症
状
に
な

り
、
死
滅
す
る
よ
う
で
す
。

東
山
嘉
代
子

晴
天
に
恵
ま
れ
、

大
釣
果
の
釣
り
大
会

浦
上
西
支
部
三
重
分
会
で
は
、

五
月
十
六
日


に
釣
り
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

朝
七
時
に
三
重
漁
港
に
集
合
。

恒
例
の
釣
り
大
会
に
は
、
支
部

か
ら
も
役
員
さ
ん
に
参
加
頂
き

総
勢
十
名
で
外
海
黒
崎
沖
合
に

て
ア
ラ
カ
ブ
・
ベ
ラ
釣
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ

最
高
の
釣
り
日
和
で

し
た
。
お
昼
過
ぎ
ま

で
の
短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
多
い

人
は
六
〇
匹
の
釣
果

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
漁
賞
は

小
瀬
良
さ
ん
で
四
・

八
キ
ロ
の
釣
果
で
し

た
。昼

か
ら
は
、
ビ
ー

ル
で
喉
を
潤
し
な
が

ら
、
ふ
れ
あ
い
の
一

時
を
満
喫
し
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

（
入
口
勇
夫
）

●葬儀関係
祭 壇 ５０％割引
レンタル衣装 ２０％割引
敬供品（生花・造花・灯篭など）１０％割引

●その他
神・仏壇、神・仏具など ２０％割引
忌明・法要返礼品 ２０％割引
※食料品と一部商品をのぞく

〈業務提携葬祭場〉

法 倫 會 館
株式会社 長崎新生活センター

法倫會館 TEL 095-849-4000
長崎市茂里町３－３１

諫早法倫會館 TEL 0957-24-4000
諫早市栗面町１２０－１

�上田華麗園 TEL 095-847-1234
長崎市茂里町３－３１

大自然を堪能、霧島巡る、旅行会

５回目の開催、
６回目も約束
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